
更新用

(ＡＱR１４ＡＡ型)



(4.5㎥/min)

(4.5㎥/min) (4.5㎥/min)

(4.5㎥/min)

(9.0㎥/min) (9.0㎥/min)

長年ご愛用いただいている空調機は、
       年数を経ることで、性能が低下しています。
長年ご愛用いただいている空調機は、
       年数を経ることで、性能が低下しています。

簡単施工
旧機種（AQP14CL）と外形寸法は
同等のため簡単にリニューアル工事が可能

インバータ化
省エネ性向上、刻々と変わる負荷変動に
柔軟に対応

静穏性向上
AQP14CL:46.0dB(A)
AQR14AA:41.0dB(A)

特徴

ペリメータ部小部屋の負荷変動
（冷房及び暖房増強、またはメイン
空調との冷暖反転要求）に対応 

小部屋の構築による空調設備の増設、コピー機
等OA機器の増設に伴う発熱量の増加、またはメ
イン空調との冷暖反転要求に対応 

レスQ レスQ

コピールーム役員個室

空調機械室

AHU

SA
RA

EA

OA

レスQ

化粧室・トイレ

排気ファン

EA

日射の影響で温室状態となり暑い場合の対応 

レスQの熱源は、メイン空調系の余剰空気です。
また、熱交換した余剰空気の1/2は天井内へ排気（EA）されますが、
排気ダクトにて回収されて排気ファンで排出します。 レスQの熱源は、メイン空調系のRA（還気）です。また、熱交換したRAの1/2は天井内へ排気（EA）されますが、

RAダクトにて回収されてAHUで熱負荷処理します。 

【事務所内への設置例】 【化粧室・トイレへの設置例】

設備例



〈リモコン〉電源及び制御配線

スリムリモコンスタンダードリモコン

※下記注意点 5参照

〈または〉

レスQユニット

BACnetシステム

リモコン

単相100V

押釦開閉器

スイッチプレート

遠方よりの制御監視を行う場合

MB（マルチボックス）

POD(TACS表示器)

PLC

《オプション品》
MB
PLC
POD

等の上位制御監視盤へ



5605(NP)

単　位 ＡＱＲ１４ＡＡ　Ｌ

ｋＷ １．４　（０．７～１．４）

ｋＷ １．６　（０．８～１．６）

－ ０．７２

定 格 冷 房 － ３．０４

定 格 暖 房 － ２．８１

冷 暖 平 均 － ２．９２

Ｖ／Ｈｚ 単相　１００V　５０／６０Ｈｚ

定 格 消 費 電 力 ｋＷ ０．４６０　（０．１６０～０．４６０)

定 格 運 転 電 流 Ａ ５．８　（２．２～５．８)

定格運転力率※２ ％ ７９

定 格 消 費 電 力 ｋＷ ０．５７０　（０．１５０～０．５７０)

定 格 運 転 電 流 Ａ ７．０　（２．０～７．０)

定格運転力率※２ ％ ８１

Ａ ９．２

－ 全密閉ロータリ型

ｋＷ ０．５×１

－ シロッコファン×２

室内吸込風量　　急 ： ９．０， 強 ： ８．０ ， 弱 ： ６．５

室内給気量　 　　急 ： ４．５， 強 ： ４．０ ， 弱 ： ３．２５

天井裏排気量　　急 ： ４．５， 強 ： ４．０ ， 弱 ： ３．２５

Ｐａ ０

ｋＷ ０．０９

－ プレートフィン型

－ プレートフィン型

ｋｇ Ｒ４１０Ａ（２０９０）　・　０．４６

自然蒸発式蒸発エレメント

－ カレントトランス

－ DC過電流，オーバーヒート

－ ヒューズ

－ フロートスイッチ

－ 押釦開閉器　(過電流保護付　定格電流１０Ａ）

ｄB　（ＰＷＬ） ５５

ｄB　（ＰＷＬ） ５６

ｍｍ ５００+５６＜５９０＋６＞　・　７３０＜８１０＞　・　６２０＜７００＞

ｋｇ ５５＜６７＞

本　　　体　　　付　　　属　　　品 吊金具，蒸発エレメント，フィルタ（比色法６５％)

工　事　用　付　属　品　（　別　送　品　） 吹出吸込口

電 源 接 続 部

運　転　音
※３

冷　　　　　　　　　房

暖　　　　　　　　　房

外　形　寸　法（高さ・幅・奥行）

製　品　質　量

熱 交 換 器
室 内 給 気 側

天 井 裏 排 気 側

冷　　　媒（GWP値）　　・　　封　　入　　量

蒸 発 機 構

保 護 装 置

コ ン プ レ ッ サ

フ ァ ン モ ー タ

制 御 回 路

そ の 他

送　風　装　置

フ ァ ン 型 式 × 台 数

風　　　　　　　　　量 ｍ
３
／ｍｉｎ

機 外 静 圧

フ ァ ン モ ー タ 定 格 出 力

電　　　　　　　　　　　　　　　　　源

電　気　特　性
※１

冷　　　房

暖　　　房

最 大 運 転 電 流

コンプレッサ
型　　　　　　　　　　式

定 格 出 力 × 台 数

項　　　　　　目

性　　　能
※１

冷 房 能 力

暖 房 能 力

定格冷房運転時の顕熱比

エネルギー消費効率

(注記）

１．冷房能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球２７℃、
　  湿球１９℃（ＲＨ ４７％）、風量急運転時の値です。（※１）
      暖房能力及び電気特性は、室内側吸込空気乾球２０℃、
      湿球１３．８℃（ＲＨ５０％）、風量急運転時の値です。（※１）

２．力率の値は総合力率です。（※２）

３．冷暖連続運転範囲は、吸込空気相対湿度７０％以下です。
       範囲を超え高湿度条件で使用した場合、ドレン蒸発能力の
       限界を超え乾燥運転状態（送風運転）となります。
       また、運転可能範囲については「冷暖房使用限界範囲図」を
       参照ください。

４．運転音（音響パワーレベル）は、ＪＩＳ Ｂ ８６１６：２０１５
       及びＪＲＡ ４００２：２０１３Ｒに規定した値です。（※３）　
       音圧レベル（ＳＰＬ）は表１の値となります。
       表１に示す値は、ユニット直下１．５ｍの無響室データです。
       運転条件は弊社標準条件、定格出力、急風運転時です。

５．本製品には漏電遮断器（高調波対応品）を必ず設置ください。
       選定については技術資料「インバータユニットへの電源供給
       について」をご参照ください。

６．本仕様書は標準仕様での内容を記載しています。

７．仕様は改良により変更することがあります。

運転状態 ｄＢ(Ａ) ＮＣ
冷房（定格） ４１．０ ３４．５
暖房（定格） ４２．０ ３５．５

表1.音圧レベル（SPL）
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